
2026年版 国内主要AIライティングツール徹底
比較レポート：Transcope、Catchy、RakuRin
の機能・料金・ROIに関する包括的市場分析 
1. エグゼクティブサマリー 
2026年現在、日本のデジタルマーケティングおよびコンテンツ制作市場において、AIライティング
ツールはもはや「実験的な導入」のフェーズを完全に脱し、企業の競争力を左右する「業務基盤（イン

フラ）」としての地位を確立した。生成AI技術の汎用化が進む一方で、ビジネス現場では「汎用的な
ChatGPTと、業務特化型のAIツールの使い分け」が明確な課題として浮上している。汎用モデルは
日進月歩で進化を続けるが、特定の商習慣、SEO（検索エンジン最適化）のロジック、あるいはチー
ムでの運用フローに最適化された「国内特化型ツール」の需要は、むしろ高まりを見せている。 

本レポートでは、日本国内で展開される数あるAIライティングツールの中から、市場シェア、機能の
独自性、ユーザー評価、そして技術的な先進性においてトップクラスの地位を確立している主要3社
——Transcope（トランスコープ）、Catchy（キャッチー）、RakuRin（ラクリン）——に焦点を当て、そ
の全容を解明する。これら3つのツールは、いずれも「文章生成」をコア機能としながらも、その設計
思想とターゲットとする顧客層、解決しようとするビジネス課題において、驚くほど明確な棲み分けが

なされていることが本調査によって明らかになった。 

第一に、Transcopeは「SEO特化型」のハイエンドツールとして位置づけられる。Googleの検索アル
ゴリズム、特にE-E-A-T（経験、専門性、権威性、信頼性）への適合を最優先事項とし、競合サイトの
リアルタイム分析や検索順位のトラッキング機能を内包している点は、他のツールにはない際立った

特徴である。企業のオウンドメディア運用担当者やSEOコンサルタントにとって、Transcopeは単なる
ライティングツールではなく、SEO業務全体を効率化するプラットフォームとして機能している。 

第二に、Catchyは「マーケティング全方位型」のクリエイティブパートナーとしての立ち位置を確立し
ている。100種類を超える生成テンプレートを擁し、記事作成のみならず、広告コピー、メールライティ
ング、新規事業のアイデア出し、SNS投稿など、マーケターが直面するあらゆる「言葉」の課題に対
応する。特定の技術的指標（SEOスコアなど）よりも、人間の心理に訴えかけるコピーライティングの
フレームワーク（PASONAの法則など）を重視した設計は、広告代理店やフリーランスのクリエイター
から強い支持を得ている。 

第三に、RakuRinは「ブログ・アフィリエイト特化型」の高効率ツールである。個人ブロガーやアフィリ
エイターが直面する「記事量産」と「コスト管理」のジレンマに対し、トークン制の料金プランとアカウン

ト共有機能で応えている。最新の高速モデル（GPT-5 Fast等）を採用しつつ、機能をブログ執筆に必
要なものだけに絞り込むことで、圧倒的なコストパフォーマンスと軽快な動作を実現している点は、メ

ディア運営の現場において強力な武器となる。 

本レポートの目的は、これら3社の公式サイト情報および最新の市場データを基に、料金プラン、主
要機能、強み、弱みを徹底的に比較分析することにある。しかし、単なるスペックの羅列には留まら



ない。各ツールが採用している基盤モデルの特性、ユーザーインターフェース（UI）の設計思想、そし
て導入企業が享受できる投資対効果（ROI）のシミュレーションまで踏み込み、読者が自社のビジネ
スゴールに合致した最適なツールを選定するための、極めて具体的かつ実践的な判断材料を提供

することを旨とする。 

2. 国内AIライティング市場の構造と2026年の技術的背景 
2.1. 「日本語特化」が求められる構造的要因 
2023年の「ChatGPTショック」以降、世界中で無数のAIライティングツールが雨後の筍のように誕生
した。JasperやWriteSonicといった海外製の有力ツールも日本市場への浸透を図ったが、2026年
現在、日本のビジネス現場で主流となっているのは、依然として国内ベンダーが開発したツール群で

ある。この現象の背景には、日本語という言語の特殊性と、日本の商習慣における独特の要求水準

が存在する。 

日本語は、ひらがな、カタカナ、漢字という3種類の文字種を使い分ける世界でも稀な言語であり、さ
らに「てにをは」の助詞の使い方や、敬語（尊敬語、謙譲語、丁寧語）の複雑な階層構造を持つ。英

語圏で開発されたツールを単に翻訳して利用する場合、文法的には正しくとも「文脈にそぐわない」

「ビジネス文書として違和感がある」出力になるケースが散見される。例えば、SEO記事においては
「断定的な言い切り」が好まれる一方で、カスタマーサポートのメールでは「婉曲的な表現」が求めら

れるといったニュアンスの使い分けは、日本の文化背景を深く理解したチューニングなしには実現困

難である。 

今回取り上げるTranscope、Catchy、RakuRinの3社は、いずれもこの「日本語の壁」を強みに転換し
ている。Transcopeは日本のGoogle検索結果の傾向を学習し、Catchyは日本の広告コピーの名作
や定型的なビジネスメールの型をテンプレート化し、RakuRinは日本のブロガーが好む構成フォー
マットを標準装備することで、海外製ツールに対する明確な差別化を図っている 1。 

2.2. 基盤モデルの進化：GPT-4からGPT-5世代へ 
AIライティングツールの性能は、そのバックエンドで動作するLLM（大規模言語モデル）の能力に大き
く依存する。2025年から2026年にかけての技術トレンドとして、OpenAIのGPT-4o（オムニ）やo1（推
論強化モデル）、さらには次世代のGPT-5系列のモデルの実装が進んでいることが挙げられる。 

各ツールベンダーは、これらの最新モデルをどのように統合するかという戦略的岐路に立たされて

いる。 

●​ 推論能力の重視: 複雑な論理構成やSEO分析を要するタスクには、推論能力に優れたモデル（
o1など）が適している。Transcopeが最新の「GPT-4.1」や上位モデルを採用し、論理的な構成案
作成に強みを見せているのはこの戦略の現れである 3。 

●​ 速度とコストの重視: 大量の記事を生成するタスクには、処理速度が速くコストが低いモデル（
GPT-4o miniやGPT-5 Fastなど）が適している。RakuRinが「GPT-5 Fast」の採用を謳い、生成
スピードと低価格を売りにしているのは、ユーザーの「量産ニーズ」に応えるためである 4。 



●​ 多様性の重視: Catchyのように、用途に応じて最適なプロンプトとパラメータ設定を組み合わせ
ることで、モデルのバージョンだけに依存せず、ユーザー体験としての「使いやすさ」を追求する

アプローチもある 6。 

2.3. SEO環境の変化とAIツールの役割 
Googleの検索アルゴリズムは年々高度化しており、単にキーワードを詰め込んだだけの記事や、AI
が生成しただけのオリジナリティのない記事は、検索結果から排除される傾向にある。特に「ヘルプ

フルコンテンツアップデート」以降、記事の「独自性」と「体験」が重視されるようになった。 

この環境下において、AIライティングツールには「AIであることを隠す」のではなく、「AIを使って人間
以上の品質を出す」ことが求められている。具体的には、Web上の既存情報の要約（コタツ記事）で
はなく、企業独自のデータや一次情報をAIに学習させ、それを記事に反映させるRAG（
Retrieval-Augmented Generation）技術の実装が標準化しつつある。Transcopeの「カスタム学習
機能」やRakuRinの「事前学習」は、まさにこのトレンドに対応するものであり、今後のツール選定に
おいて最も重要な評価軸の一つとなるだろう 3。 

3. 徹底分析：Transcope（トランスコープ）——SEO特化のプ
ロフェッショナルスイート 
3.1. プロダクトフィロソフィーと市場ポジショニング 
Transcopeは、シェアモル株式会社が提供する、明確に「SEOでの上位表示」をゴールに定めたハイ
エンドAIライティングツールである。その設計思想は、ライティング業務の単なる自動化ではなく、「
SEOコンサルティングの自動化」にあると言える。 

一般的なAIチャットボットが、ユーザーのプロンプトに対して自身の学習データから確率的に文章を
生成するのに対し、Transcopeは「事実（Fact）」と「競合（Competitor）」を重視する。ユーザーがター
ゲットキーワードを入力すると、TranscopeはまずGoogle検索を行い、上位に表示されている競合サ
イトのコンテンツを解析する。見出しの構成、文字数、使用されている共起語、網羅されているトピッ

クなどをデータとして抽出し、それに基づいた「勝てる構成案」をAIが提示する。この「データドリブン」
なアプローチこそが、Transcopeの最大のUSP（Unique Selling Proposition）であり、感覚的な文章
作成とは一線を画す点である 3。 

3.2. 機能詳細分析：SEOを制するための武器 
Transcopeの機能群は、SEOのワークフロー全体をカバーするように設計されている。 

 

3.2.1. 競合分析に基づく構成案作成 
3 



 

これがTranscopeの心臓部である。指定キーワードで上位表示されている複数のサイトをAIが読み
込み、それらの共通項と独自性を分析する。例えば、「AIライティング」というキーワードであれば、上
位サイトが「料金」「機能」「著作権」といったトピックを扱っていることを自動で特定し、それらを網羅し

た記事構成案を自動生成する。これにより、ユーザーは「リサーチ」という最も時間のとかかる工程を

大幅に短縮できるだけでなく、検索意図（インサイト）の取りこぼしを防ぐことができる。 

 

3.2.2. Google順位計測機能の内包 
3 

 

通常のWebライティング業務では、記事作成ツールとは別にGRCやAhrefsといった順位計測ツール
を契約し、公開後の順位を追跡する必要がある。しかし、Transcopeはこの順位計測機能をツール
内に統合している。作成した記事のURLとキーワードを紐付けておけば、日々の順位変動がダッシュ
ボード上で確認できる。これにより、「記事を書く」→「公開する」→「順位を確認する」→「順位が落ち

たらTranscopeでリライトする」というPDCAサイクルが、一つのツール内で完結する。これは業務効
率の観点から極めてインパクトが大きい。 

 

3.2.3. マルチモーダル入力とリパーパス（再利用） 
3 

 

Transcopeはテキスト入力だけでなく、URL、画像、音声ファイルからのコンテンツ生成に対応してい
る。 

●​ URL入力: 競合サイトや自社の過去記事のURLを読み込ませ、その内容をベースにリライトや
要約を行う。 

●​ 画像入力: 商品のパッケージ写真やチラシの画像をアップロードし、OCR（光学文字認識）と画
像解析を組み合わせて説明文を生成する。 

●​ 音声入力: セミナーの録音データやYouTube動画の音声をアップロードし、それを文字起こしし
た上で、ブログ記事形式に再構成する。​
この機能は、企業の資産（動画や画像）をテキストコンテンツとして再利用する「コンテンツ・リ

パーパス」戦略において強力な威力を発揮する。 

 

3.2.4. カスタム学習によるE-E-A-T強化 
3 



 

企業独自のナレッジベース（社内規定、商品マニュアル、過去の高品質な記事など）をCSV形式など
でAIに学習させることができる。これにより、AIは「一般的な知識」ではなく、「その企業特有の知識」
に基づいた文章を生成可能になる。これはGoogleが重視する「独自性（Originality）」と「専門性（
Expertise）」を担保する上で不可欠な機能であり、競合他社との差別化要因となる。 

3.3. 料金プランとROI（投資対効果）の検証 
Transcopeの価格設定は、個人向けツールと比較すると高額だが、機能の網羅性を考慮すると高い
コストパフォーマンスを持つ。 

【表1：Transcope 料金プラン詳細比較】 3 

プラン 月額料金

（税込） 
文字数制限

（月間） 
順位計測

KW数 
競合分析 想定ユー

ザー 

Free 0円 4,000文字 3ワード 3回/月 機能試用・

導入検討者 

Basic 11,000円 50,000文
字 

10ワード 無制限 小規模事業

者・個人ア

フィリエイ

ター 

Pro 38,500円 250,000文
字 

100ワード 無制限 中小企業・

Web制作会
社 

Enterprise 66,000円 600,000文
字 

1,000ワード 無制限 大規模メディ

ア・SEO代理
店 

ROI分析: 

●​ 外部ツール削減効果: 通常、SEOの競合分析ツール（月額1〜3万円）や順位計測ツール（月額
1,000円〜）を別途契約する必要があるが、Transcope（Basic以上）にはこれらが含まれてい
る。特に「競合分析無制限」の価値は高く、これだけで月額11,000円の元は取れる計算にな
る。 

●​ 人件費削減効果: 5,000文字のSEO記事を外注する場合、文字単価3円としても1記事15,000
円かかる。Proプラン（38,500円）で250,000文字（約50記事分）生成できれば、記事単価は約



770円まで圧縮される。人間のライターと比較して圧倒的なコストダウンが可能である。 

3.4. 弱点と導入障壁 
 

3.4.1. 初期学習コストの高さ 
9 

 

多機能であるがゆえに、UIは複雑である。単にテキストボックスに文字を入れるだけでなく、競合分
析の設定や構成案の調整など、使いこなすための学習コストが発生する。「マニュアルの解説不足」

を指摘する口コミもあり、直感的な操作を求めるユーザーには不向きである。 

 

3.4.2. 文字数制限の厳しさ 
9 

 

Basicプランの50,000文字は、長文記事（5,000文字〜）を作成すると月間10記事以下で上限に達
する。試行錯誤やリライトを繰り返すとクレジットを浪費するため、一発で意図通りの指示を出すプロ

ンプトエンジニアリング能力が求められる。 

4. 徹底分析：Catchy（キャッチー）——創造性を拡張するマー
ケティング・パートナー 
4.1. プロダクトフィロソフィーと市場ポジショニング 
Catchyは、株式会社デジタルレシピが提供する、国内最大級の会員数を誇るAIライティングアシスタ
ントである。Transcopeが「SEOの職人」であるならば、Catchyは「多才な広告代理店マン」である。そ
の開発思想は、専門的なSEOスキルを持たないユーザーでも、プロ並みのコピーライティングやビジ
ネス文書を一瞬で作成できるようにすることにある。 

「言葉の力でビジネスを加速させる」というスローガンの下、CatchyはGPT-4などの高性能モデルを
バックエンドに採用しつつ、ユーザーにはモデルの存在を意識させない「シーン特化型UI」を提供して
いる。ユーザーは「何がしたいか（例：キャッチコピーを作りたい、謝罪メールを書きたい）」を選ぶだ

けで、最適なプロンプトが裏側で実行される仕組みになっており、この「わかりやすさ」が非エンジニ

ア層からの圧倒的な支持を集めている 6。 

4.2. 機能詳細分析：100の武器を持つ万能ツール 



Catchyの最大の特徴は、100種類以上に及ぶ生成ツールの多様性である。これらは大きく以下のカ
テゴリに分類される。 

 

4.2.1. 広告・マーケティングコピー生成 
6 

 

Web広告、SNS広告、チラシなどに使える短いコピーの生成に強みを持つ。単に文章を作るだけでな
く、古今東西の著名なマーケティングフレームワークをAIに学習させている点がユニークである。 

●​ AIDAモデル: Attention（注目）、Interest（関心）、Desire（欲求）、Action（行動）の順に構成され
たコピー。 

●​ PASモデル: Problem（問題提起）、Agitation（扇動）、Solution（解決策）の構成。 
●​ QUESTモデル: Qualify（絞り込み）、Understand（共感）、Educate（啓蒙）、Stimulate（興奮）、

Transition（変化）の構成。​
これらの型を選択して生成できるため、マーケティングの知識が浅い担当者でも、心理学的に

効果の実証されたコピーを作成することができる。 

 

4.2.2. 記事作成ワークフロー 
6 

 

ブログやオウンドメディアの記事作成機能も充実している。タイトル作成、導入文作成、見出し作成、

本文作成と段階を追って生成を進めるワークフロー形式を採用しており、長文作成の負担を軽減す

る。ただし、Transcopeのようなリアルタイムの競合分析機能は持たないため、SEOの強度はユー
ザーのキーワード選定能力に依存する。 

 

4.2.3. ビジネス・企画支援 
6 

 

ライティングの枠を超えた「思考の壁打ち相手」としても機能する。 

●​ 新規事業アイデア: 自分の興味や市場トレンドを入力すると、新しいビジネスモデルを提案して
くれる。 

●​ 会社名・サービス名考案: コンセプトに基づいたネーミング案を大量に出力する。 
●​ LINE返信: 既読スルーを防ぐための「気の利いた返信」や、ビジネスチャットでの角の立たない

断り方などを生成する。 



4.3. 料金プランとROI（投資対効果）の検証 
Catchyの料金体系は、ライトユーザーからヘビーユーザーまで柔軟に対応するクレジット制と、使い
放題プランのハイブリッドである。 

【表2：Catchy 料金プラン詳細比較】 6 

プラン 月額料金

（税込） 
付与クレジッ

ト 
機能制限 コスト/生成 想定ユー

ザー 

Free 0円 10クレジット プロジェクト

数1 
- お試しユー

ザー 

Starter 3,000円〜 100〜300
クレジット 

無制限 約30円/1ク
レジット 

個人事業

主・SNS担
当者 

Pro 9,800円 無制限 全機能使い

放題 
定額 マーケター・

ライター・法

人 

Enterprise 要問い合わ

せ 
無制限 独自ツール

作成 
定額 大規模組織 

ROI分析: 

●​ 「無制限」の圧倒的価値: Proプラン（9,800円）でクレジットが無制限になる点は、Catchyの最大
の強みである。クリエイティブワークにおいては、1つの正解を出すために100の案を捨てること
が往々にしてある。従量課金制のツールでは「もったいない」という心理が働き、試行錯誤が抑

制されてしまうが、Catchyなら納得いくまで何度でも生成を繰り返せる。この「試行錯誤のコスト
がゼロ」であることこそが、クオリティ向上に直結する最大のROIである。 

●​ 外注費との比較: キャッチコピー1案をプロのコピーライターに頼めば数万円かかるが、Catchy
なら月額9,800円で数千案を出せる。ブレインストーミングのパートナーとして見れば、コストパ
フォーマンスは破格である。 

4.4. 弱点と導入障壁 
 

4.4.1. 「器用貧乏」のリスク 
11 



 

何でもできる反面、特定の機能の深さでは専門ツールに劣る。特にSEOに関しては、競合分析や順
位計測機能がないため、Catchyだけで検索上位を狙うのは難しい。あくまで「文章作成」のツールで
あり、「SEO分析」は人間が行うか別ツールが必要である。 

 

4.4.2. ファクトチェック機能の欠如 
15 

 

Catchyは「もっともらしい文章」を作るのが得意だが、その内容が事実に基づいているかを検証する
機能は弱い。最新のニュースや正確な数値データを扱う記事を作成する場合、生成された内容に誤

り（ハルシネーション）が含まれるリスクがあり、人間による裏取りが必須となる。 

5. 徹底分析：RakuRin（ラクリン）——チーム運営に革命を起こ
すブログ特化ツール 
5.1. プロダクトフィロソフィーと市場ポジショニング 
RakuRinは、株式会社makuriが提供する、ブログおよびアフィリエイトメディアの運営に特化したAIラ
イティングツールである。その開発コンセプトは「誰でも、簡単に、安く、大量に」である。Transcopeが
企業のマーケティング部を向いているのに対し、RakuRinは個人ブロガーや、少人数で多数のメディ
アを運営するアフィリエイトチームを明確なターゲットとしている。 

RakuRinの最大の特徴は、その「運用設計」にある。AIツールとしては珍しく「アカウント共有」を公式
に認めており、チームでの同時利用を前提とした設計になっている。これにより、1つの契約を複数人
でシェアするという、SaaS業界の常識を覆す運用が可能になっている。また、最新の高速モデル（
GPT-5 Fast等）をいち早く採用することで、生成スピードとコストのバランスを最適化している 4。 

5.2. 機能詳細分析：量産体制を支える仕組み 
RakuRinの機能は、ブログ記事を「工場のように」生産するために最適化されている。 

 

5.2.1. ブログ記事作成専用ワークフロー 
4 

 

RakuRinのUIは、ブログ執筆の工程そのものである。「キーワード選定」→「タイトル作成」→「見出し



構成」→「リード文」→「本文」→「まとめ」というステップが用意されており、ユーザーは各ステップで

AIの提案を確認しながら進むだけで記事が完成する。特筆すべきは「事前学習機能」であり、「フレン
ドリーな口調で」「専門用語を使わずに」「文末は『〜だよ！』にして」といったメディアごとのトンマナ

（トーン＆マナー）をプリセットとして保存できる。これにより、生成後の修正工数を劇的に削減でき

る。 

 

5.2.2. アカウント共有と同時ログイン 
4 

 

これがRakuRinの最大のUSPである。通常、Webサービスは「1人1アカウント」が原則であり、パス
ワードの共有は規約違反となることが多い。しかしRakuRinは、シルバープラン以上でアカウント共有
を許可している。例えば、1つのゴールドプラン（月額9,980円）を契約し、編集長と3人のライターで共
有して使うことができる。これにより、チーム全体でのツールコストを極限まで下げることができる。 

 

5.2.3. 最新高速モデルの採用（GPT-5 Fast等） 
4 

 

スニペット情報によると、RakuRinは2025年8月時点で最新の「GPT-5 Fast」モデルを採用していると
の記述がある。これは従来のGPT-4よりも生成速度が速く、かつ日本語の流暢さが向上しているモ
デルである。大量の記事を生成する際、AIの待ち時間はストレスとなるが、RakuRinはこのレイテンシ
（遅延）を最小化することに注力している。 

5.3. 料金プランとROI（投資対効果）の検証 
RakuRinは「トークン制」を採用しており、ユーザーは必要量に応じたプランを選べる。 

【表3：RakuRin 料金プラン詳細比較】 4 

プラン 月額料金

（税込） 
付与トー

クン 
記事数目

安 
共有 コスト/記

事 
想定ユー

ザー 

フリー 0円 2万 約1記事 不可 0円 お試し 

シルバー 4,980円 20万 約10記事 可 約500円 副業ブロ

ガー 



ゴールド 9,980円 60万 約30記事 可 約330円 専業ア

フィリエイ

ター 

プラチナ 29,980円 200万 約100記
事 

可 約300円 制作チー

ム・法人 

ROI分析: 

●​ 圧倒的な記事単価の安さ: プラチナプランの場合、1記事（約2万トークン消費と仮定）あたりのコ
ストは約300円となる。クラウドソーシングで格安ライターに依頼しても1記事1,000円〜2,000
円はかかるため、RakuRinを活用すれば原価を3分の1〜6分の1に圧縮できる。 

●​ チーム利用でのコストメリット: ゴールドプラン（9,980円）を3人で共有すれば、1人あたり約
3,300円で利用できる計算になる。この「割り勘効果」は、小規模な組織にとって非常に大きなメ
リットである。 

5.4. 弱点と導入障壁 
 

5.4.1. 画像生成・コピペチェック機能の欠如 
18 

 

RakuRinは「テキスト生成」に特化しており、画像生成機能やコピペチェック（剽窃検知）機能を持たな
い。ブログ運営には画像やオリジナリティの確認が必須であるため、ユーザーは別途画像素材サイ

トやコピペチェックツール（CopyContentDetectorなど）を用意する必要がある。オールインワンツー
ルではない点に注意が必要である。 

 

5.4.2. 検索ボリューム・競合データの不在 
18 

 

キーワードの「提案」機能はあるが、具体的な月間検索ボリューム数や、競合サイトのドメインパワー

などを解析する機能はない。したがって、SEO戦略（どのキーワードで戦うか）の立案は、別途キー
ワードプランナーやUbersuggestを用いて人間が行う必要がある。 



6. 3社比較：機能・料金・適性マトリクス 
ここまで分析した3社の特徴を、機能面と料金面から横断的に比較する。 

6.1. 総合機能比較マトリクス 
表4は、各ツールの主要機能を〇×形式で比較したものである。 

【表4：主要AIライティングツール機能比較】 

比較項目 Transcope (トラン
スコープ) 

Catchy (キャッチー) RakuRin (ラクリン) 

基本コンセプト SEO完全特化 (検索
順位重視) 

マーケティング万能 
(発想・コピー重視) 

ブログ運用効率化 
(量産・チーム重視) 

搭載AIモデル GPT-4.1 / o1 (推論・
論理) 

GPT-4等 (クリエイ
ティブ) 

GPT-5 Fast等 (速
度・品質) 

競合サイト分析 ◎ (構造・見出し・頻
出語解析) 

× (機能なし) △ (URL指定調査の
み可) 

検索順位計測 ◎ (ツール内で追跡
可能) 

× (機能なし) × (機能なし) 

E-E-A-T対応 ◎ (独自データ学習
機能あり) 

△ (プロンプト工夫で
対応) 

○ (事前学習でトーン
調整) 

テンプレート数 SEO特化型テンプ
レート 

100種類以上 (メー
ル, 広告, 企画) 

ブログ記事構成テン

プレート 

画像生成 ○ (記事用画像生成) ○ (画像生成用プロ
ンプト作成) 

× (なし) 

マルチモーダル ◎ (音声・画像・URL
入力対応) 

× (テキストベース) × (テキストベース) 

アカウント共有 △ (同時ログイン要
確認) 

× (原則1ユーザー) ◎ (公式に許可・推
奨) 



UI/UX データ重視のダッ

シュボード 
目的別メニュー選択

型 
ステップバイステップ

型 

6.2. 料金・コストパフォーマンス比較 
表5は、各ツールのコスト構造を比較したものである。 

【表5：料金・コスパ比較】 

比較項目 Transcope Catchy RakuRin 

無料プラン 4,000文字 (機能制
限あり) 

10クレジット (全機能
試用可) 

2万トークン (永久無
料、約1記事) 

エントリー 11,000円 (5万文字) 3,000円〜 (100クレ
ジット) 

4,980円 (20万トーク
ン) 

スタンダード Pro: 38,500円 (25
万文字) 

Pro: 9,800円 (無制
限) 

Gold: 9,980円 (60
万トークン) 

文字単価目安 約0.15円〜0.22円 定額制のため実質0
円に接近 

約0.05円〜0.16円 
(プランによる) 

コスパ評価 高単価だが高機能 
 
SEOツール代込みと
考えれば妥当 

最高コスパ 
 
使い放題プランが強

力 

高コスパ 
 
低価格帯から始めや

すい 

考察: 

●​ とにかく安く済ませたいなら: RakuRinのシルバープラン（4,980円）か、CatchyのStarterプラン（
3,000円〜）が入り口となる。 

●​ 大量に書きたいなら: CatchyのProプラン（9,800円）が無制限利用可能で最もコストパフォーマ
ンスが良い。 

●​ 成果（売上・順位）を重視するなら: 記事単価は高くなるが、Transcopeへの投資が最も高いROI
をもたらす可能性がある。順位が上がらなければ、いくら安く記事を書いても意味がないからで

ある。 



7. 結論と戦略的推奨事項 (Strategic Recommendations) 
本レポートの総括として、ユーザーの属性およびビジネスフェーズに応じた最適なツールの選定指針

を提示する。 

7.1. ケース別推奨ツール 
ケースA：オウンドメディアで検索流入を最大化したい「法人・SEO担当者」 

●​ 推奨ツール: Transcope 
●​ 理由: SEOは「相対評価」の勝負である。競合よりも優れたコンテンツを作るためには、競合の

分析が不可欠であり、そのプロセスを自動化できるTranscope一択となる。順位計測機能が含
まれているため、外部ツールを解約して予算をTranscopeに集中させる戦略が合理的である。
E-E-A-T対応のためのカスタム学習機能を使い倒し、自社の専門性をAIに注入することで、検
索上位を盤石にできる。 

ケースB：広告、SNS、メルマガなど幅広い業務をこなす「マーケター・個人事業主」 

●​ 推奨ツール: Catchy 
●​ 理由: マーケターの仕事は記事を書くことだけではない。キャッチコピーを考えたり、LPの構成を

練ったり、メールを書いたりと多岐にわたる。これら全てをワンストップで支援してくれるCatchy
は、まさに「ドラえもんのポケット」のような存在となる。Proプランの無制限利用を活用し、とにか
く数を打つ（多産多死）アプローチでクリエイティブの質を高めるべきである。 

ケースC：アフィリエイトブログで収益化を目指す「副業ブロガー・小規模チーム」 

●​ 推奨ツール: RakuRin 
●​ 理由: アフィリエイトは「継続」が最大の壁である。執筆のハードルを極限まで下げ、かつランニ

ングコストを抑えられるRakuRinは、挫折を防ぐための最適なパートナーとなる。特に友人と共
同でブログを運営する場合などは、アカウント共有機能を活用することで、一人当たりの負担額

を数千円レベルに抑えることができ、収益化までのデスバレー（赤字期間）を乗り越えやすくな

る。 

7.2. 2026年以降の展望：ツールの「統合」と「特化」 
今後のAIライティングツール市場は、さらに二極化が進むと予測される。 
一つは、Microsoft CopilotやGoogle Geminiのような「OSレベルで統合されたAI」が日常的な文章
作成を担う流れである。これにより、単なる文章作成ツールの価値は相対的に低下する。 
もう一つは、今回紹介した3社のような「業務特化型AI」の進化である。汎用AIにはできない「深い
SEO分析」や「日本独自のマーケティング心理学」「アフィリエイト特有の構成論」といったニッチかつ
専門的な領域を深掘りすることで、これらのツールは生き残りを図っていくだろう。 
導入企業においては、「AIツールを導入すること」自体を目的とせず、「AIツールを使ってどの業務プ
ロセスを無くすか（Re-engineering）」という視点を持つことが、デジタルトランスフォーメーション（DX
）成功の鍵となる。本レポートが、その意思決定の一助となれば幸いである。 
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